
愛犬の気持ちを読み取ろう！ボディランゲージ ③～ しっぽ 2 ～

愛犬に関するお住まい・お庭のお悩みは にお気軽にご相談下さい
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今回のしっぽは、[動き]。ただ単にどう動かしているか……だけではなく、しっぽの位置（高低）などと合わせて考

えることで、その犬の心理状態や、伝えたい気持ちなどを推測することが出来ます。

■比較的低めに自然に垂らした状態（いつもの位置）で、ゆったりのんびり左右に振る
親愛、信頼、信用、リラックス

■低めの位置で、小刻みに振ったり、大きく振り回す
警戒、不安感、緊張

■高めの位置で、しっぽ全体をブンブン大きく振ったり、回したりする
喜び、嬉しい、楽しい、興奮

■しっぽの先を上げて、小刻みに小さく振る
好奇心、興味、注目、期待

■高い位置で尻尾の先までピンと立てて固くし、大きめに振る
威嚇、緊張、支配

本当に愛犬のしっぽの出すシグナルを理解してあげられるかどうかは、飼い主さんがいかに普段よく愛犬を観察し
ているかどうか、そのコミュニケーション次第なのかもしれませんね。えっ？ しっぽのない犬（ウェルシュ・コー
ギー・ペンブローク／ブリタニースパニエルなど）はどうするんだって？ だから、しっぽがなくても、愛犬の表情
や耳・口元の動き、身体全体が出しているシグナルで、十分に愛犬の気持ちを察してあげることができます。だって
愛犬を理解する一番の方法は、愛情を持ってコミュニケーションをとることだからです。

しっぽの高さと振り方から読み取れる感情表現

しっぽを振るスピードや激しさから分かる、興奮度（速いほど興奮や緊張が高い状態）

しっぽが表現する感情はたくさん
ありますが、犬種や個体の性格など
から、普段のしっぽの位置が違って
きますし、同じようにしっぽを大き
く振っていても、意味が全然違うこ
ともあります。嬉しい時はしっぽの
先の力が抜けていて、緊張したり支
配的な気分の時はしっぽの先まで
ピーンと力が入っていますが、それ
も、ふさふさした大きな柔らかめの
しっぽだと、見分けが付きにくいも
のです。
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